
LLB3標準タイプ（100L/min（ANR））

LLB4大流量タイプ（500L/min（ANR））

型式表示方法

デジタルフロースイッチ

P1
P2
P3
P4
P5
P6

無記号 デジタルフロースイッチなし
NPNオープンコレクタ1出力＋アナログ（1～5V）
PNPオープンコレクタ1出力＋アナログ（1～5V）

NPNオープンコレクタ2出力
PNPオープンコレクタ2出力

NPNオープンコレクタ1出力＋アナログ（4～20mA）
PNPオープンコレクタ1出力＋アナログ（4～20mA）

管接続口径
1
2

2N

ø10ワンタッチ管継手
Rc1/4
NPT1/4

減圧弁
無記号

R
R1

減圧弁なし
減圧弁付

減圧弁＋圧力取出ポートAss'y付

ON/OFF弁

V
V1
V2

無記号 ON/OFF弁なし
エアオペレート付

エアオペレート流量調整付
手動操作弁（レバーロック付）

フィルタ
F フィルタ付

フィルタ
F

F1
フィルタ付

差圧表示計付フィルタ付

絞り弁

S
無記号 絞り弁なし

絞り弁付

1
3

3N

ø12ワンタッチ管継手
Rc3/8
NPT3/8

管接続口径

F1

F1

注）Rc,NPTねじには樹脂製の継手
を使用してください。

注）Rc,NPTねじには樹脂製の継手
を使用してください。

LLB3

LLB4

注）デジタルフロースイッチ選択時
にCE対応品となります。

RoHS

クリーンエアモジュールLLBseries
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組合せ

ねじ込みの場合 ねじ込みの場合

手動操作弁の場合
（レバーロック付）

PA

PB

フィルタ

差圧表示計付

絞り弁

ON/OFF弁

圧力取出ポート

減圧弁

デジタルフロースイッチ

フロー
スイッチ

P□

減圧弁
R

減圧弁
＋

圧力取出ポート
R1

ON/OFF弁
V（V1/V2）

絞り弁
S

フィルタ
F（F1）

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
●
―
―
―
●
●
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●
―
―
―
●
●
●
●
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
●
―
●
●
●
―
―
―
―
●
●
●
●
―
―
―
―

―
―
●
―
●
●
―
―
●
―
●
●
―
―
●
●
―
―
●
●
●
●
―
―

―
―
―
●
●
―
●
―
●
●
―
●
―
●
―
●
―
●
―
●
―
●
●
―

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

0.36
0.52
0.47
0.41
0.52
0.63
0.57
0.59
0.61
0.57
0.63
0.76
0.33
0.39
0.44
0.50
0.41
0.46
0.52
0.51
0.28
0.34
0.23
0.19

0.84
1.18
1.10
1.09
1.35
1.44
1.44
1.36
1.70
1.61
1.62
1.87
0.90
1.15
1.16
1.41
1.07
1.32
1.33
1.71
0.82
1.07
0.81
0.49

組合せ

LLB3 LLB4

質量（kg）

クリーンエアモジュール LLB
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仕様

型式 LLB3 LLB4

0.7MPa
0.05～0.4MPa
1.0MPa

クリーンエア、N2ガス（入口空気条件 ISO 8573-1 品質等級 1.4.1～1.6.1相当）注3）

5℃～45℃（ただし、凍結なきこと）
※デジタルフロースイッチの保証範囲は15～35℃となります。

0.01μm（捕集効率99.99％）
ノングリース、シリコンフリー

PBT
FKM
EPDM

5～100L/min（ANR） 50～500L/min（ANR）

使用流体
最高使用圧力
設定圧力
耐圧力
使用流体温度
周囲温度
流量範囲注1）

ろ過度注2）

流体接触部

クリーンエアモジュール共通仕様

ノンリリーフ
FKM

リリーフ機構
流体接触部材質 ダイヤフラム

減圧弁単体仕様

0.4～0.5MPa
0.4MPa以下
N.C.

PTFE
1cm3/min（ANR）以下

4mm
0.35

8mm
1.7

パイロット圧力（ON/OFF弁操作圧力）
背圧
弁形式
オリフィス径
Cv値
流体接触部材質
弁漏れ量

ダイヤフラム

ON/OFF弁単体仕様

デジタルフロースイッチ単体仕様
熱式

0～999999L
±5%F.S.以下（15～35℃：25℃基準）

±2%F.S.以下
±5%F.S.以下（15～35℃：25℃基準）
NPNまたはPNPオープンコレクタ出力

80mA
DC30V（NPN出力時）

NPN出力：1V以下（80mA時）PNP出力：1.5V以下（80mA時）
出力電圧1～5V

許容負荷抵抗100kΩ以上
出力電流4～20mA

許容負荷抵抗300Ω以下（DC12V）、600Ω以下（DC24V）
ON時点灯　OUT1：緑　OUT2：赤（アナログ出力仕様の場合OUT1のみ）

1S以下
DC12～24V（リップル±10%以下）

AC1000V、1分間　外部端子一括とケース間
50MΩ以上（DC500Vメガにて）外部端子一括とケース間

1000Vp-p　パルス幅1μs　立上がり1ns
コネクタ付リード線

IP65
SUS
PBT

 鉛ガラス（RoHS適用除外材料）
Ptlr
FeNl

5～100L/min
1L/min
1L/pulse

160mA以下

50～500L/min
5L/min
5L/pulse

170mA以下

検出方式
測定流量範囲
設定最小単位
積算パルスの流量換算値（パルス幅50［ms］）
積算流量範囲
直線性
繰り返し精度
温度特性

　仕様

動作表示灯
応答時間
電源電圧
消費電流
耐電圧
絶縁抵抗
耐ノイズ
リード線
保護構造

流体接触部材質

スイッチ出力

アナログ出力

最大負荷電流
最大印加電圧
内部降下電圧

電圧出力

電流出力

ボディ
モジュール接続パッキン
ワンタッチ継手パッキン

材質

注1）最大流量は設定圧力により変わります。詳細は流量特性グラフをご参照ください。
注2）当社測定条件によります。
注3）使用環境（P.1049）を参照願います。

メッシュ
センサ筺体

センサ

クリーンエアモジュール LLB
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構成部品

No 名称
個別品番

LLB3 LLB4
備考

1

2

3

4

5

6

7

クリーンレギュレータAss'y

圧力取出ポートAss'y

ON/OFF弁Ass'y／エアオペレート弁

ON/OFF弁Ass'y／手動操作弁

絞り弁Ass'y

デジタルフロースイッチAss'y

クリーンエアフィルタAss'y

エンドプレートAss'y

―

―

流量調整なし

流量調整付

―

―

5～100L/min

50～500L/min

ø10管継手付

Rc1/4

NPT1/4

ø10管継手、差圧計付

Rc1/4、差圧計付

NPT1/4、差圧計付

交換エレメント

ø10管継手付

Rc1/4

NPT1/4

ø12管継手付

Rc3/8

NPT3/8

LVB3-1

LVB3-2

LVB2-3

LVB2-3-1

LVB2-3-2

LVB2-4

LVB3-6-□

―

LVB3-7-2

LVB3-7-3

LVB3-7-4

LVB3-7-2-1

LVB3-7-3-1

LVB3-7-4-1

SFD-EL101

LVB3-8-2

LVB3-8-3

LVB3-8-4

―

―

―

LVB4-1

LVB4-2

LVB4-3

LVB4-3-1

LVB4-3-2

LVB4-4

―

LVB4-6-□

LVB4-7

SFD-EL050

―

―

―

LVB4-8-1

LVB4-8-2

LVB4-8-3

―

―

―

―

―

―

ワンタッチ管継手付

ねじ込みタイプ

ワンタッチ管継手付

ねじ込みタイプ

―

ワンタッチ管継手付

ねじ込みタイプ

ワンタッチ管継手付

ねじ込みタイプ

※各モジュールには接続金具が2ヶ付属されます。

L型コネクタ付
リード線（3m）付

仕様

型式 LLB3 LLB4

SUSニードル

0.28
8回転

1.4
10回転

Cv値
ニードル回転数
流体接触部材質

絞り弁単体仕様

フィルタケース
中空系
ポッティング

0.01μm（捕集効率99.99%）
0.5MPa

PC
PP
PU

～100L/min（ANR） ～500L/min（ANR）

ろ過度注1）

エレメント耐差圧注2）

処理流量

流体接触部材質

フィルタ単体仕様

注1）当社測定条件によります。
注2）0.5MPaにてエレメントが破損しないことを示します。使用に際しては設置上の注意をご参照ください。

フィルタ
本体のみ

手動操作弁（レバーロック付）

流量調整付

L型コネクタ付リード線

差圧表示計付

ワンタッチ管継手ワンタッチ管継手

ねじ込みの場合 ねじ込みの場合

PA

PB

u t q w e r y

クリーンエアモジュール LLB
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流
量｛
L
/m
in（
A
N
R
）｝

ニードル回転数（回）

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0
2 4 6 8 10

設定圧力
0.4MPa

0.3MPa

0.2MPa

0.1MPa

流
量｛
L
/m
in（
A
N
R
）｝

流体圧力（MPa）

120

100

80

60

40

20

0
0.1 0.2 0.3 0.4 0.5

流
量｛
L
/m
in（
A
N
R
）｝

流体圧力（MPa）

600

500

400

300

200

100

0
0.1 0.2 0.3 0.4 0.5

流
量｛
L
/m
in（
A
N
R
）｝

ニードル回転数（回）

500

400

300

200

100

0
1 2 3 4 5 6 7 8 9 1110

設定圧力
0.4MPa

0.3MPa

0.1MPa

0.2MPa

流量特性

PA

PB

P

LLB3-1-P1R1VSF／標準タイプ（100L/min）

LLB4-1-P1R1VSF／大流量タイプ（500L/min）

〈試験条件〉

製品型式：LLB3-1-P1R1VSFおよびLLB4-1-P1R1VSF

供給圧力：0.5MPa

圧力設定条件および測定箇所：ON/OFF弁をOFFの状態にて減圧弁のハンドルを回し圧力を設定する。

圧力の測定箇所は圧力取出ポート部とする。

クリーンエアモジュール LLB

1043



デジタルフロースイッチ出力仕様

・アナログ出力

状態別流用範囲

・コネクタピン番号

・内部回路と配線例

4 3

21

ピン番号
1
2
3
4

ピン名称
DC（＋）

アナログ出力
DC（－）
OUT1

Max.30V, 80mA
内部降下電圧 1V以下

NPNオープンコレクタ2出力
    LLBｰｰP3F（F1）

PNPオープンコレクタ2出力
    LLBｰｰP4F（F1）

Max.80mA
内部降下電圧 1.5V以下

DC12～24V

茶

黒 OUT1

白 OUT2

青

主

回

路

負荷

負荷

NPNオープンコレクタ1出力＋アナログ出力

    LLBｰｰ     F（F1）

P1 : アナログ出力1～5V
許容負荷抵抗100kΩ以上

P5 : アナログ出力4～20mA
許容負荷抵抗300Ω以下（DC12V）、
600Ω以下（DC24V）

P2 : アナログ出力1～5V
許容負荷抵抗100kΩ以上

P6 : アナログ出力4～20mA
許容負荷抵抗300Ω以下（DC12V）、
600Ω以下（DC24V）

最大測定流量値最小測定流量値
0

1

5

4

20

ア
ナ
ロ
グ
出
力［
V
］

ア
ナ
ロ
グ
出
力［
m
A
］

  5
50

100
500

  5
55

107
535

LLB3
LLB4

型式

基準状態
（L/min）［nor］

最小測定
流量範囲

最大測定
流量範囲

最小測定
流量範囲

最大測定
流量範囲

標準状態
（L/min）［ANR］

茶 

黒 OUT1

白 OUT2

青 

主

回

路

DC12～24V

負荷

負荷
＋
－

1

4

2

3

茶 DC（＋）

黒 OUT1

青 DC（－）

主

回

路

DC12～24V
白 アナログ出力

負荷

負荷

1

4

2

3

DC12～24V

茶

黒 OUT1

白 アナログ出力

青

主

回

路

負荷

負荷

1

4

2

3

P1
P5

PNPオープンコレクタ1出力＋アナログ出力

    LLBｰ     F（F1）P2
P6

クリーンエアモジュール LLB
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設定、操作方法につきましては取扱説明書をご参照ください。

注）出荷時は反転出力に設定されています。

注）出荷時は反転出力に設定されています。

積算スイッチ出力

「P」

「n」

OUT1 出力モード

ON

OFF
P-3

ON

OFF
n-3

積算流量→

積算流量→
注）

注）

積算パルス出力

瞬時スイッチ出力

YES

NO

YES

NO

「P」

「n」

OUT1 出力モード

≧

≧

●ウインドコンパレータモード
  H：ヒステリシス

●ウインドコンパレータモード
  H：ヒステリシス

●ヒステリシスモード

●ヒステリシスモード

ON

OFF
P-1P-2

ON

OFF
n-1n-2

ON

OFF
P-1 P-2

H H

H H
ON

OFF
n-2n-1

瞬時流量→

瞬時流量→

瞬時流量→

瞬時流量→

流量表示切換 出力方式

流量換算

瞬時流量選択時に積算流量の確認、または積算流量選択時に
瞬時流量の確認が可能。

誤って設定値をかえてしまうなどの、誤操作を防止します。

瞬時流量と積算流量の選択が可能。
積算値は999999まで可能です。
積算流量値は電源OFF時リセットされます。

瞬時スイッチ出力、積算スイッチ出力、積算パルス出力の選
択が可能。

基準状態｛0℃、101.3kPa、乾燥空気｝と
標準状態（ANR）｛20℃、101.3kPa、65%RH｝の切換が可能。

流量表示確認

キーロック

※OUT2も同様

エラー表示

機能

注1）出荷時は反転出力に設定されています。
注2）1パルスあたりの流量値は仕様欄をご参照ください。

LED表示 内容 対処方法

OUT1に80mAを超える
電流が流れています。

OUT2に80mAを超える
電流が流れています。

測定流量範囲以上の流量
が流れています。

設定されたデータが何等
かの影響で変化していま
す。

OUT1の負荷、配線を確
認してください。

OUT2の負荷、配線を確
認してください。

調整弁等で測定流量範囲
内まで流量を下げてくだ
さい。

RESET操作を行いすべて
のデータを設定し直して
ください。
出荷時の設定に戻らない
場合は当社での調査が必
要です。

50msec

ON

OFF

ON

OFF

「P」

「n」

OUT1 出力モード

注1）

クリーンエアモジュール LLB
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外形寸法図

LLB3-1-P□R□V□SF

LLB4-1-P□R□V□SF

注）ご使用できません。圧力計等をねじ込むと
破損の恐れがあります。

注）ご使用できません。圧力計等をねじ込むと
破損の恐れがあります。

8
5

3.5

A ハンドバルブ

95°

M
A
X
.1
3
2 （レバー操作方向）

A
バルブ開ロック位置

バルブ閉位置

V2仕様の場合

1010

7
2
.1

1

5
8
7
0

508

4×M5用取付穴

7
6

5.5 39

4
9
.5

50

4
5

20.5

3
7

278.5

1.5 4

3
5

4×M4用取付穴

V2仕様の場合

M
A
X
.9
1

90°
（レバー操作方向）

バルブ開ロック位置

バルブ閉位置

A

A

ハンドバルブ

PA

PB

36.5

1
3
.2

3
7
.5

2
5

349

（47.5） 60 49 （77.5）254545

ワンタッチ管継手
ø10

クリーンエアフィルタ

差圧表示計付

流量調整付

ワンタッチ管継手
ø10

クリーンレギュレータ

圧力取出ポート
Rc1/8 絞り弁

注）

PAパイロットポート
M5

デジタルフロースイッチ
エアオペレートバルブ

3

Rc3/8（NPT3/8）

（36.5）

5959

528

3.5 （3.5）

1
0
3

1
3
.2
3
4
.8

（41）111597180.441

521

圧力取出ポート
Rc1/8ワンタッチ管継手

ø12

ワンタッチ管継手
ø12

クリーンエアフィルタ

デジタルフロースイッチ
PAパイロットポート
Rc1/8

絞り弁

流量調整付

エアオペレートバルブ

クリーンレギュレータ

接続部Rc3/8（NPT3/8）の場合

Rc1/4（NPT1/4）の場合 Rc1/4（NPT1/4）の場合

注）

クリーンエアモジュール LLB
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追加部位

六角穴付ボルト

接合金具B 接合金具A

ブッシュ

追加部位

六角穴付ボルト

ブッシュ

接合金具B

接合金具A

圧力取出しポートAss'y

接合金具A
ブッシュ凸側

エアオペレートバルブAss'y

接合金具B
（長辺を縦方向に取付）

接合金具A

接合金具B

接合金具A

接合金具B

エアオペレートバルブAss'y

流れ方向矢印

絞り弁Ass'y

流れ方向矢印

モジュール追加手順

LLB3の場合

LLB4の場合

圧力取出しポートAss'y（LVB3-2）の追加を
例に説明します。

qクリーンエアモジュールの追加したい部位
の六角穴付ボルトを緩め（2ヶ所）接合金具
Aを取外します。

w接合金具Aを取外し後、前後のブロックを
引き離します。
注）その際、ブッシュ、接合金具Aを紛失しない様、
注意願います。

e接合金具B（2ヶ所）が付いていることを確
認し、圧力取出しポートAss'yのブッシュ
凸側をエアオペレートバルブAss'yの凹部
に差し込みます。
同様にエンドプレートAss'yを圧力取出し
ポートAss'yに差し込みます。

r接合金具Aを取付け、下記締付トルクにて
六角穴付ボルトを締付けます。
締付トルク：1.0～1.4N・m

絞り弁Ass'y（LVB4-4）の追加を例に説明し
ます。

qクリーンエアモジュールの追加したい部位
の六角穴付ボルトを緩め（2ヶ所）接合金具
Aを取外します。

w接合金具Aを取外し後、前後のブロックを
引き離します。
注）その際、ブッシュ、接合金具Aを紛失しない様、
注意願います。

e絞り弁Ass'yの組付方向に注意しブッシュ
接合金具B（2ヶ所）が付いていることを確
認し、相手側の溝に入るように組付けしま
す。同様にエアオペレートバルブAss'yを
絞り弁Ass'yに組付けます。
注）モジュールの矢印とブロックの矢印は同じ方向
になるように組付けます。

r接合金具Aを取付け、下記締付トルクにて
六角穴付ボルトを締付けます。
締付トルク：1.6～2.0N・m

追加完了

追加完了

クリーンエアモジュール LLB
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フィルタボディ

フィルターエンドプレート取付ねじ

接続金具Aフィルタボディ

六角穴付きボルト

接続金具B

流れ方向表示

エレメント（交換）
（手配品番：SFD-EL050）

カラー（再利用します）

フィルターエンドプレート

エレメント（交換）
（手配品番：SFD-EL101）

Oリング（再利用します）

この面には触れないよう
ご注意ください。

この面には触れないよう
ご注意ください。

エレメント交換手順

LLB3の場合

LLB4の場合

qクリーンエアモジュールのフィルターエン
ドプレート取付ねじを4本緩める。

wフィルターエンドプレートを取外し後、エ
レメントを取出します。
注）その際、カラー、Oリングを紛失しないようご
注意願います。

e新しいエレメントをフィルタボディに組付
けます。

rフィルターエンドプレートを取付け下記締
付トルクでねじを締付けます。
片締めとならないように対角線上に徐々に
締付けてください。
締付トルク：0.45～0.55N・m

tエレメント交換後はフラッシングをしてか
らご使用ください。

qクリーンエアモジュールより、クリーンエ
アフィルタ部を取外します。
※取外し方法につきましては、P.1047モジュール
追加手順をご参照ください。

w六角穴付ボルトを緩め（2ヶ所）、接合金具
Aを取外します。

e接合金具Aを取外し後、フィルタボディを
開きエレメントを取出します。
注）その際、接合金具を紛失しない様、注意願いま
す。

r新しいエレメントをフィルタボディに組付
けます。
注）・エレメントの矢印とフィルタボディの矢印が

同方向を向いていることを確認ください。

tフィルタボディに接合金具B（2ヶ所）が付
いていることを確認し相手側の溝に入るよ
うにフィルタボディを組付けます。

y組付けたフィルタボディに接合金具Aを取
付け、下記締付トルクにて六角穴付ボルト
を締付けます。
締付トルク：1.6～2.0N・m

uエレメント交換後はフラッシングをしてか
らご使用ください。

交換完了

交換完了

クリーンエアモジュール LLB
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アフタクーラ

冷凍式
エアドライヤ

ヒートレス
エアドライヤ

スーパーミスト
セパレータエアタンクエア源

メインライン
フィルタ

ミスト
セパレータ

マイクロ
ミスト

セパレータ

オーダ
リムーバル
フィルタ

プリフィルタ付
マイクロミスト
セパレータ

メンブレン
エアドライヤ

LLB□

1
2
3
4
5
6

品質等級

0.1
1
5
15
40
―

最大粒子径
（μm）

－70
－40
－20
3
7
10

最低圧力露点
（℃）

0.01
0.1
1.0
5
25
―

最高油分濃度
（mg/m3）

LLB Series
クリーンエアモジュール／注意事項q
ご使用の前に必ずお読みください。安全上のご注意につきましてはP.1382、
圧縮空気清浄化機器／共通注意事項につきましてはP.1064～1066をご確認ください。

設計・選定時のご注意

警告
q仕様をご確認ください。
用途・流体・環境その他の使用条件を十分考慮し、本カタロ
グに記載の仕様範囲内でご使用ください。

wメンテナンススペースの確保
保守点検に必要なスペースを確保してください。

e流体圧力範囲
供給する流体圧力はカタログ記載の使用圧力範囲内でご使用
ください。

取付け

警告
q漏れ量が増大したり、機器が適性に作動しない場合は
使用しないでください。
取付け後に適性な機能検査および漏れ検査を行って正しい取
付けがされているか確認してください。

eISO圧縮空気品質等級
ISO 8573-1：1991(JIS B8392-1：2000)で規定されている
圧縮空気中の清浄度（固体粒子、水分、油分）についての等級

使用環境

警告
q以下の環境で使用しないでください。故障の原因にな
ります。
腐食性ガス・有機溶剤・化学薬品の雰囲気およびこれらが付
着する可能性のある場所。
海水の飛沫、水、水蒸気のかかる場所。
直射日光にて樹脂が紫外線劣化や温度上昇が考えられる場所。
周囲に熱源がある風通しの悪い場所（断熱材により熱源を遮断
してください）。
衝撃・振動のある場所。
過度な湿度・塵埃のある場所。

wブローされる場合は周辺空気の巻き込みによるワーク
の汚染に注意してください。
エアブローで圧縮空気を使用される場合、ブローノズルから
吹き出される圧縮空気が周辺空気中に浮遊している異物（固形
粒子、液体粒子）を巻き込み、ワークなどへ吹き付けられ付着
することがありますので、周辺環境に注意してください。

推奨空気圧回路

表記方法
例）固形粒子径：0.1μm
 圧力露点： 3℃
 油分濃度： 0.1mg/m3
 上記の場合、品質等級を1,4,2と表示する。
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配管

注意
q配管時の処理
配管前後にエアブロー（フラッシング）または洗浄を十分行い、
管内の切粉、切削油、ゴミ等を除去してください。
配管による引張・圧縮・曲げなどの力がモジュールユニット
に加わらないよう配管してください。

wシール材が配管内部に入らないようにしてください。
配管や継手類をねじ込む場合には、配管の切粉やシール材が
内部へ入り込まないようにしてください。配管にゴミ・スケ
ール等が残っていますと、作動不良や故障の原因になります。
なお、シールテープを使用される時は、ねじ山先端を1.5～2
山残して巻いてください。

eIN・OUTポートへの管継手の配管はねじ部材質が樹脂
製の継手を使用してください。
ねじ部が金属製の継手を使用するとポートが破損する原因と
なります。

rIN・OUTポートがワンタッチ管継手の場合、チューブ
の接続はワンタッチ管継手使用上の注意に従って行っ
てください。

ねじ締付トルク

LLB3
LLB4

サイズ

2～3
8～9

破壊トルク
（N・m）

0.5～1
2～3

締付トルク
（N・m）

2～3回転
3～4回転

締付目安
（ねじ込回転数）

当社以外のチューブ使用上のご注意

注意
q当社以外のブランドのチューブをご使用になる場合は、
チューブ外径精度が次の仕様を満足することを確認く
ださい。
1）ポリオレフィンチューブ　±0.1mm以内

2）ポリウレタンチューブ　　＋0.15mm以内

－0.2mm以内

3）ナイロンチューブ　　　　±0.1mm以内

4）ソフトナイロンチューブ　±0.1mm以内

チューブ外径精度を満足していない場合は使用しないでくだ
さい。チューブが接続できなかったり、または接続後のエア
漏れやチューブ抜けの原因となります。
クリーン継手の使用推奨チューブはポリオレフィレンチュー
ブです。他のチューブにおいては、漏れ量、チューブ引抜き
強度などの性能は満足しますが、クリーン度では性能が落ち
ますのでこの点は注意ください。

LLB Series
クリーンエアモジュール／注意事項w
ご使用の前に必ずお読みください。安全上のご注意につきましてはP.1382、
圧縮空気清浄化機器／共通注意事項につきましてはP.1064～1066をご確認ください。
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設計・選定

警告
q規定の電圧で使用してください。
規定以外の電圧で使用すると誤作動、スイッチの破損および、
感電や火災の原因になります。

w最大負荷容量を超える負荷は、絶対に使用しないでく
ださい。
スイッチ破損の原因になります。

eサージ電圧が発生する負荷は使用しないでください。
スイッチの出力部には、サージ保護の処置が回路になされて
いますが、繰返し印加されると破損の原因になります。
リレー・電磁弁などサージを発生する負荷を直接駆動する場
合は、サージ吸収素子内蔵タイプのものを使用してください。

rスイッチは、防爆構造ではありませんので、引火性の
あるガスは使用しないでください。火災の原因になる
事があります。

tスイッチの内部降下電圧に注意してください。
規定電圧以下で使用する場合、スイッチは正常に作動しても
負荷が作動しない場合があります。負荷の作動電圧を確認のう
え、下記式を満足するようにしてください。

y測定流量、使用圧力は必ず守ってください。
規定範囲以上の流量での使用は破損の原因になります。
また、最高使用圧力を超えて使用すると、スイッチが破損し
ます。

取付け

警告
rスイッチの入口側の配管には配管径の8倍以上の直管部
を必ず設けてください。
配管サイズを急激に絞り込んだり入口側にバルブ等の絞りが
ある場合には配管中の圧力分布が変化し、正確な計測ができ
なくなります。

取付け

警告
q製品の取扱いはボディを持ってください。
コネクタ付リード線の引張り強さは49Nですので、これ以上
の力で引張ると破損の原因になります。取扱いの際は、ボデ
ィをお持ちください。

w機器が適正に作動することを確認後使用してください。
新規に取付ける場合や、システムの修理または改造後に流体
や電気を接続し、適切な機能検査を行ってください。

eスイッチを配管中の足場になる箇所には絶対に取付け
ないでください。
過大な荷重が加わると破損する場合があります。

注意
qスイッチのデータは、電源を切っても消えません。
入力データは、EEPROMに保持されますので、スイッチの電
源を切っても消えません。（書き換え回数106回、データ保持
時間20年間）

w積算流量値は、電源を切るとリセットされます。 使用環境

警告
q爆発性ガス雰囲気中では、絶対に使用しないでください。
スイッチは、防爆構造になっておりません。爆発性ガス雰囲
気中で使用した場合は、爆発災害を引起こす可能性もありま
すので、絶対に使用しないでください。

wスイッチは振動（98m/s2以下）、衝撃（490m/s2以下）
のない場所に取付けてください。

eサージ発生源がある場所では使用しないでください。
スイッチの周辺に大きなサージを発生させる装置機器（電磁式
のリフター・高周波誘導炉・モータなど）がある場合、スイッ
チ内部回路素子の劣化または破損を招く可能性があります。
発生源のサージ対策を実施していただくとともにラインの混
触は、避けてください。

配線

警告
q配線時に線の色・端子番号の確認を行ってください。
誤配線はスイッチの破損・故障および誤作動につながります
ので、取扱説明書にて配線の色・端子番号を確認のうえ、配
線してください。

wリード線に繰返し曲げや引張力が加わらないようにし
てください。
リード線に繰返し曲げ応力および引張力が加わるような配線
は、断線の原因になります。

e配線上の絶縁性を確認してください。
配線上においては、絶縁不良（他の回路と混触、地絡、端子間
絶縁不良etc.）が、ないようにしてください。スイッチに過電
流が流れ込み、破損する可能性があります。

r動力線・電力線との同一配線はしないでください。
動力線・電力線との同一配線は避けて、別配線にしてください。
スイッチを含む制御回路のノイズによる誤作動の原因になり
ます。

t負荷は短絡させないでください。
スイッチは負荷が短絡されると過電流エラー表示がされます
が、あらゆる誤配線（電源極性など）を保護できませんので配
線には十分注意してください。

デジタルフロースイッチに関する注意事項

電源電圧－スイッチ内部降下電圧＞負荷作動電圧

LLB Series／製品個別注意事項q
ご使用の前に必ずお読みください。
安全上のご注意につきましてはP.1382、圧縮空気清浄化機器／共通注意事項につきましては
P.1064～1066をご確認ください。
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使用環境

警告
r雷サージに対する耐性は有しておりません。
フロースイッチはCEマーキング適合品ですが、雷サージに対
する耐性は有しておりません。雷サージに対する保護につき
ましては、装置側にて対策くださいますようお願いいたします。

t水や油の飛散する場所での使用は避けてください。
スイッチは、防塵、防滴タイプですが、激しく水や油の飛散
する場所での使用は避けてください。

y使用流体温度および周囲温度範囲を守ってください。
使用流体温度および周囲温度は5℃～45℃の環境で使用でき
ますが精度範囲は15℃～35℃です。低温で使用する場合には、
流体が凍結しスイッチの破損、作動不良の原因になりますので、
凍結防止の配慮をしてください。ドレン・水分の除去にエア
ドライヤの設置をお勧めします。
なお、周辺温度範囲が規定内でも温度が急激に変化する場所
では使用しないでください。

保守点検

警告
q定期点検を行い、正常に作動することを確認してくだ
さい。
意図しない誤作動や誤操作で、安全が確保できなくなる可能
性があります。

wインターロック回路に使用する場合は注意してください。
インターロック回路に使用する場合は、故障に備えてインタ
ーロック回路を多重にすると共に定期的に点検を行い、正常
に作動することを確認してください。

e本体を分解したり、改造したりしないでください。

測定流体

警告
qスイッチの測定流体は、窒素、クリーンエアです。
これ以外の流体は精度保証できませんので注意してください。

w引火性のある流体は絶対に使用しないでください。
流速検出部は約150℃に加熱されています。

その他

警告
qスイッチは電源投入後メッセージ表示の間は出力が
OFFになっておりますので、計測はこの後数値が表示
されてから行ってください。

w制御系を停止させてから設定を行ってください。
スイッチの初期設定および流量設定時は、出力が設定前の状
態を保持します。

e表示部に過大な回転力を加えないでください。
表示一体型の表示部は90度まで回転可能です。それ以上の位
置変更を必要とする場合は表示部別置きの特注を用意してお
ります。

r電源は流量ゼロの時点で必ず投入してください。
電源投入後10分間はインターバル時間としてください。表示
が若干変化する可能性があります。

t流量単位について
スイッチは温度、圧力の影響を受けない質量流量で計測して
います。単位はL/minを用いていますが、これは質量流量を0℃、
101.3kPa（NOR）での体積流量に置換した場合の表示です。
また、20℃、101.3kPa、65％ RH（ANR）での体積流量に置
換した場合の表示に切換えが可能です。

空気用デジタルフロースイッチ検出原理
流路中に加熱したサーミスタを搭載し、そこに流体を流すと流体はサーミ
スタから熱を奪います。サーミスタは熱を奪われることで抵抗値が上昇し
ますが、上昇率は流体の流速と一意的な関係があるので、この抵抗値を計
測することによって流速を検出できます。さらに流体温度や周囲温度を補
償するために温度センサも内蔵されていますので、使用温度範囲内では安
定した測定ができます。

流速検知素子

温度補償素子
本フロースイッチの流量単位表示はL/minを
使用していますが、質量流量を0℃、101.3kPa
状態に換算して表記してあります。
20℃、101.3kPa状態の換算への切換えも可
能です。

デジタルフロースイッチに関する注意事項

LLB Series／製品個別注意事項w
ご使用の前に必ずお読みください。
安全上のご注意につきましてはP.1382、圧縮空気清浄化機器／共通注意事項につきましては
P.1064～1066をご確認ください。
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圧力の調整

警告
q調圧ハンドルの操作に工具を使用しないでください。
調圧ハンドルの操作に工具等を使用しますと破損の原因とな
ります。ハンドルの操作は必ず手動で行ってください。

注意
q圧力調整はロックを解除してから行ってください。
調圧ハンドルが回らない時はロックされています。調圧ハン
ドルを一度引張ってロックを解除してください。無理に回す
とハンドル破損の原因になります。
圧力調整後はロックしてください。ハンドルを押しますとロ
ックされます。

w圧力調整は、圧力上昇方向で行ってください。
下降方向に圧力調整を行うと、圧力設定が正しくできません。
調圧ハンドルは、右回転で出口圧力上昇、左回転で圧力下降
となります。

eノンリリーフタイプのため、ハンドルを左回転させて
も圧力下降できません。
ノンリリーフタイプの減圧弁は、出口側流体の消費がないと
ハンドルを左に回して出口圧力は下がりません。無理にハン
ドルを回すとハンドル破損の原因となります。
圧力設定が高くなり過ぎた場合、一度出口側で流体を消費し
出口圧力を希望の設定圧力以下に下げてから再度設定し直し
てください。

r入口圧力を確認してください。
出口圧力の設定は入口圧力の85％以下で行ってください。入
口圧力が低いと正しい設定圧力となりません。

t固形物を含有する流体は使用できません。
作動不良を起こす原因となります。

yカタログ記載の仕様範囲で使用されても、使用条件等
により発振（うなり）する場合があります。別途ご相談
ください。

使用上の注意事項

警告
q最高使用圧力および背圧につきましては仕様範囲内に
てご使用ください。

注意
q弁漏れについて
製品出荷時において1cm3/min以下（空気圧にて）の弁漏れが発
生する可能性がありますのでご注意ください。

w微少流量でご使用する際に流量調整付は、使用条件に
よっては、発振などの可能性がありますので流量・圧力・
配管条件を十分ご検討のうえ、ご使用ください。

e流量調整付の流量調整は、全閉状態から徐々に開いて
調整してください。
調整ハンドルは、反時計回りで開となります。なお、
全開や全閉付近でハンドル部に無理な力を加えないで
ください。オリフィスシート面の変形や調整ハンドル
ねじ部の破損を招く恐れがあります。製品出荷時は、
全閉状態となっております。

r長期間未使用の場合、始業前に試運転を行ってください。

t手動操作弁のレバー操作方向および取扱いには十分注
意してください。

配管

注意
qパイロットポートにつきましては下記の締付トルクに
て締付けてください。

wパイロットポートおよびセンサー（呼吸）ポートにつき
ましては下記に示す通りに使用してください。

N.C.形・N.O.形の場合、操作圧を加圧しないポートは大気開
放とし、周囲雰囲気やゴミの飛散の問題でバルブより直接、吸・
排気させたくないときは、配管を設置し、問題とならない場
所で吸・排気を行ってください。

操作用空気源

警告
q清浄な空気をご使用ください。
圧縮空気が化学薬品、有機溶剤を含有する合成油、塩分、腐
食性ガス等を含む時は破壊や作動不良の原因となりますので
使用しないでください。

減圧弁に関する注意事項 ON/OFF弁に関する注意事項

操作ポート締付トルク
操作ポート
M5

Rc・NPT1/8

トルク（N・m）
手締め後、締込工具を用いて1/6回転増し締めしてください。

0.8～1.0

N.C.
N.O.
複動

センサー（呼吸）ポート
呼吸
呼吸
呼吸

PBポート
呼吸
加圧
加圧

PAポート
加圧
呼吸
加圧

LLB Series／製品個別注意事項e
ご使用の前に必ずお読みください。
安全上のご注意につきましてはP.1382、圧縮空気清浄化機器／共通注意事項につきましては
P.1064～1066をご確認ください。
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使用上の注意事項

警告
q漏れがゼロを必要とするストップ弁としては使用でき
ません。製品の仕様上ある程度の漏れを許容しています。

保守点検

警告
q製品を取外す時は、供給しているエアを排出し、大気
開放状態を確認してから行ってください。

wエレメントが交換時期になった場合、直ちに新しいフ
ィルタまたは交換用エレメントに交換してください。

―エレメントの寿命―
1）使用開始から1年が経過した時。
2）使用開始から1年未満であっても、設定流量を得られなく
なった時。

使用環境

警告
q以下の環境で使用しないでください。故障の原因にな
ります。
・腐食性ガス、有機溶剤、化学薬品の雰囲気およびこれらが
付着する可能性のある場所。
・海水の飛沫、水、水蒸気のかかる場所。
・直射日光にて樹脂が紫外線劣化や温度上昇が考えられる場所。
・周囲に熱源がある風通しの悪い場所（断熱材により熱源を遮
断してください）。
・衝撃、振動のある場所。
・過度な湿度、塵埃のある場所。

wブローされる場合は周辺空気の巻き込みによるワーク
の汚染に注意してください。
エアブローで圧縮空気を使用される場合、ブローノズルから
吹き出される圧縮空気が周辺空気中に浮遊している異物（固形
粒子、液体粒子）を巻き込み、ワークなどへ吹き付けられ付着
することがありますので、周辺環境に注意してください。

設置上の注意

警告
q出口側に取付けるエア機器からの発塵に注意してくだ
さい。
出口側にエア機器等を設置される場合、それらの機器から発
塵することがあり、清浄度低下の要因となることがあります。
エア機器の取付け位置の検討が必要です。

w処理流量は、仕様範囲内で設定してください。
［仕様範囲］
LLB3：100L/min（ANR）以下
LLB4：500L/min（ANR）以下
仕様範囲外でご使用になられますと、機能低下および破損の
原因となります。

e脈動が起きない場所へ設置する設計にしてください。

r本製品は水や油などの液体を含んだ圧縮空気では使用
できません。
・本製品を使用される空気源には、ドライヤ、ミストセパレ
ータ、マイクロミストセパレータ、スーパーミストセパレ
ータ、オーダリムーバルフィルタ等を設置してください。

・一般的に圧縮空気の中には次の粒子汚染物質が含まれます。
【圧縮空気に含まれる粒子汚染物質の例】
・水分（ドレン分）
・周囲空気から吸い込んだ塵埃
・コンプレッサから吐出される劣化した油
・配管中のさびなどの固形異物や油

t製品設置時は、配管をフラッシング・洗浄してください。
また、接続部等からの発塵の影響を軽減するために、初期使
用時および交換時もフラッシングを行ってください。

絞り弁に関する注意事項

フィルタに関する注意事項

wニードル弁の回転数をご確認ください。
抜止め機構付ですのでこれ以上は回転しません。
ニードルの回し過ぎは破損の原因となりますので使用製品の
回転数をご確認ください。

LLB Series／製品個別注意事項r
ご使用の前に必ずお読みください。
安全上のご注意につきましてはP.1382、圧縮空気清浄化機器／共通注意事項につきましては
P.1064～1066をご確認ください。
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